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愛知県

岐阜県

三重県

一般国道２５８号大桑道路は、岐阜県大垣市楽田町から三重

県桑名市大字小貝須字柳原に至る延長４１．６ｋｍの道路であ

り、国道２５８号周辺及び西濃・滋賀方向から名古屋港・四日市

港への物流軸を担う道路です。

暫定２車線区間には、事故危険箇所（４箇所）などの課題があ

り、本事業は、課題解決のために引き続き４車線化整備をする

ことで、交通渋滞の緩和、物流効率化の支援、地域生活の支

援等の効果を見込んでいます。

１．一般国道２５８号大桑道路の事業概要
（１）事業目的

大 桑 道 路 の 全 体 位 置 図だいそう み えがくでんぎ ふ おおがき

こ がい すくわな やなぎはら

せいのう し が

－ １ －

一般国道２５８号
大桑道路

延長４１．６ｋｍ

岐阜県大垣市楽田町
ぎ ふ おおがき がくでん

起

三重県桑名市大字小貝須字柳原
み え く わ な こ がい す やなぎはら

終

な ご や よっかいち

H28.7.11撮影

至 桑名市

至 大垣市

４
車
線
区
間

２
車
線
区
間

事故危険区間
（事故ゼロプラン）

完成 暫定

主要地方道

一般国道

高規格幹線道路

大桑道路

凡例

事故危険区間
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１．一般国道２５８号大桑道路の事業概要
（２）計画概要

事業名 一般国道258号 大桑道路

道路規格 第４種第１級、第３種第２級

設計速度 ６０ｋｍ／ｈ

車線数 ４車線

都市計画決定 ＜当初＞ 昭和４０年度（旧多度町・桑名市境～国道２３号）
昭和４３年度（岐阜県側）
昭和５３年度（岐阜・三重県境～旧多度町・桑名市境）

＜変更＞ 平成８年度

事業化 昭和４０年度

用地着手年度 昭和４０年度

工事着手年度 昭和４０年度

延長
（平成２７年度末）

４１．６ｋｍ
（うち完成済２８．９ｋｍ）

前回の再評価 平成２５年度（指摘事項なし：継続）

全体事業費 ３１０億円（増減なし）

Ｂ／Ｃ ２．３（Ｈ２５再評価時）

－ ２ －

順次車線拡幅を進めており、平成２６年度に香取～下野代間（延長１．３ｋｍ）が完成、平成２７年度に柚井～香取間（延長１．０

ｋｍ）が完成しています。

国道２５８号
大桑道路

三重県

岐阜県

愛知県

岐阜県大垣市楽田町
ぎ ふ おおがき がくでん

起

三重県桑名市大字小貝須字柳原
み え くわな こがいす やなぎはら

終

完成開通済
（延長0.3km）

完成開通済
（延長15.4km）

暫定2車線開通済
（延長7.4km）

完成開通済
（延長10.9km）

凡 例

：大桑道路

：高規格幹線道路
：一般国道
：主要地方道

完成 暫定

※１ は未開通区間
※２ （ ）内のインターチェンジ・

ジャンクション名は仮称

延長
41.6km

柚井

平成２７年度
完成済（延長1.0km）

平成２６年度
完成済（延長1.3km）

香取

下野代

暫定2車線開通済
（延長5.3km） ゆ い

かとり

しものしろ

かとり しものしろ ゆい かとり

歩道 歩道

2.00.5 0.56.5 6.53.0 3.0

単位：ｍ22.0

車道 車道



32
km/h

49
km/h

43
km/h

42
km/h

32.4 

47.3 

0

10

20

30

40

50

現況 整備後
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①交通渋滞の緩和
１）事業を巡る社会情勢等の変化

■柚井交差点では、４車線化により最大９４０ｍあった渋滞が解消しました。

２）事業の投資効果

■大桑道路の４車線拡幅整備後は、旅行速度の低下がみられる駒野交差点
の旅行速度が約５割向上します。

②物流効率化の支援
１）事業を巡る社会情勢等の変化

■岐阜県は石油の９割を三重県から搬入しており、国道２５８号が西濃地域へ
の唯一のルートです。

■国道２５８号の暫定２車線区間には事故危険区間が４箇所あり、事故による
渋滞が石油の輸送効率に影響しています。

２）事業の投資効果

■大桑道路の４車線化整備により、死傷事故件数が約３割削減され、物流効
率化を支援します。

◆柚井交差点の整備後の様子

※渋滞調査結果(10時台)(整備前:H27.5休日､整備後:H28.5休日)

２）事業の投資効果
◆暫定２車線区間の旅行速度向上
（駒野交差点の流入速度）柚井交差点

駒野交差点

４
車
線

２
車
線

４
車
線

２
車
線

４
車
線

◆岐阜県の主な石油搬入先

三重県
８８％

その他
１２％

計4,684トン/3日間

約９割は
三重県から

出典：H22物流センサス（３日間調査）

大桑道路で
１日３往復

出典：北勢国道事務所ヒアリング調査（H25.8）

22 

16 

0

5

10

15

20

25

現況 整備後

約３割削減
死
傷
事
故
件
数
（
件
／
年
）

２）事業の投資効果
・整備前後の死傷事故件数の変化
（暫定２車線区間）

※死傷事故件数の算定方法
現況：事故統合データ（H20-H26）
整備後：大桑道路の２車線と４車線の死傷事故件

数の変化率を現況値に乗じて算出

１）事業を巡る社会情勢等の変化 １）事業を巡る社会情勢等の変化

◆岐阜県への石油輸送の状況

至 四日市コンビナート

至 大垣市

暫
定
２
車
線
区
間

旅
行
速
度
（
ｋ
ｍ
／
ｈ
）

大桑道路
暫定２車線区間

現況平均

45.2km/h

※旅行時間の算出方法
現況 ：民間プローブデータ（H27.9-11平日17時台・上下平均）
整備後 ：交通量推計より整備有無の旅行速度の変化率を現況値に

乗じて算出

約５割向上

：整備前
：整備後

海津市

大桑道路の
平均未満

・国道２５８号は、石油を四日市コンビナートか
ら岐阜県西濃地域に輸送する唯一のルート
で、基本は１日３往復します。

・大型のタンクローリーは特殊車両のため、迂
回はできません。突発の事故などによる渋滞
では、２車線では完全に止まってしまうので
困ります。

【四日市市：A社（運輸業）】

車線数

平均速度
（暫定２車線区間）

47
km/h

駒野
交差点

※平均速度･･･民間プローブデータ（H27.9-11平日17時台・上下平均）

柚井交差点

H28.7.11(11:06)撮影

至 桑名市

至 大垣市

４車線化前
最大渋滞長９４０ｍ

４車線化後
渋滞解消

：ガソリンスタンド

：事故危険区間

ゆい

こまの

２．評価の視点 【事業の必要性等に関する視点】
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③ストック効果事例：地域生活の支援
■大桑道路は、海津市から沿線都市間への交通の約７割で利用されている地域に密着した主要幹線道路です。

■海津市民は、約８割が大桑道路沿線市で買回品を購買しており、更に沿線市への通勤者は約２．４倍に増加す
る等、大桑道路の整備により更なる地域生活の支援が期待されます。

3,522 3,595

■大桑道路の利用状況

－ ４ －

■大桑道路沿線で買回品を購買する海津市民

■大桑道路沿線地域への海津市民通勤者数

出典：各年国勢調査大桑道路沿線地域･･･大垣市、桑名市、養老町

：商業施設
（大桑道路沿線）

海津市

大垣・養老方面へ

桑名方面へ

N

桑名市

養老町

大垣市

※出典：ETC2.0走行履歴データ（H27.10）

※海津市から国道２５８号沿線市町間の移動

0% 20% 40% 60% 80% 100%

購買先

出典：平成２５年度買物動向調査報告書（海津市）

大垣市
38％

桑名市
14％

海津市
19％

その他
21％

大桑道路沿線が約８割

大桑道路
72%

その他
28%

約７割が
大桑道路を利用

※国道258号沿線市町･･･大垣市、桑名市、養老町

通
勤
者
数
（
人
）

1,520

H28.7.11撮影

N

至 桑名市

至 大垣市

・大垣市街に向かって伸びる国道２５８号

２．評価の視点 【事業の必要性等に関する視点】

かいまわりひん

※買回品：購入にあたり複数店舗を回り、品質や価格を比較検討して
慎重に購入する商品

（紳士服、婦人服、婦人靴、スポーツ・レジャー用品、電気製品など）

かいまわりひん



３．事業の進捗及び見込みの視点

１）事業の進捗状況
■事業進捗率は８７％、用地取得率は９９％に至っています。（平成２７年度末）

■（参考） 前回再評価時 ： 事業進捗率は８５％、用地取得率は９９％（平成２４年度末）

２）事業の進捗の見込み状況
■桑名市多度町由井から桑名市多度町香取（延長１．９ｋｍ）は平成２８年３月２１日に開通しています。

■残る、養老郡養老町大巻から桑名市多度町由井（延長１１．８ｋｍ）は関係機関との調整を踏まえ整備を実施します。

４．県・政令市への意見聴取結果

■岐阜県の意見

対応方針（原案）のとおり、事業の継続について異存ありません。

なお、事業費については、最新技術の活用も含めて、徹底した縮減をお願いします。

■三重県の意見

対応方針（原案）のとおり、事業の継続について異存ありません。

本事業は、交通渋滞の緩和や地域経済の発展に寄与する重要な事業でもあり、昨年度、三重県内の４車線化は、完了していただきました。今後

も引き続き暫定２車線の早期全線４車線化に向けた事業の推進をお願いいたします。

５．対応方針（原案）

■一般国道２５８号大桑道路の事業を継続する。

－ ５ －



（補足）東海環状自動車道との関係について

－ ６ －



（参考）大桑道路と東海環状自動車道の役割分担について
■大桑道路と東海環状自動車道は、岐阜県西濃地域と三重県北勢地域を結ぶ主要幹線道路であるという面では重複しますが、事業の目的、道路

構造、利用条件等がそれぞれ異なります。

■大桑道路は主に沿線地域の交通、東海環状自動車道は高規格ネットワークを形成し広域的な交通を担うことが期待されています。

事
業
目
的

・交通渋滞の緩和
（暫定2車線区間の渋滞）

・物流効率化の支援

構
造
規
格
等

・延長 ：41.6km
・道路規格：4種1級

3種2級
・設計速度：60km/h
・車線数 ：4車線

利
用
条
件
等

・一般道路（車道＋歩道）

・ｱｸｾｽｺﾝﾄﾛｰﾙ ：なし

※国土地理院 電子国土 色別標高図を基に作成

事
業
目
的

・広域ネットワークの構築

・産業競争力の強化

・広域物流
ネットワークの拡充

・災害に強い
道路機能の確保

構
造
規
格
等

・延長
豊田東JCT～(仮)四日市北JCT：約160km
⇒内大桑道路並行区間
大垣西IC～ (仮)四日市北JCT：41.5km

・道路規格：1種2級
・設計速度：100km/h
・車線数 ：4車線

利
用
条
件
等

・自動車専用道路
・ｱｸｾｽｺﾝﾄﾛｰﾙ：あり
（IC・JCT数:7箇所）
※大桑道路並行区間

－ ７ －
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（参考）大桑道路と東海環状自動車道の役割分担について
■大桑道路と東海環状自動車道は道路構造や利用条件等が異なるため、利用交通の平均旅行速度で約５４ｋｍ/ｈ、大型車混入率で約１０％、平均ト

リップ長で約６９ｋｍの差があるなど、大桑道路は主に沿線地域の交通、東海環状自動車道は広域的な交通を担う交通特性があります。

平均旅行速度 大型車混入率 平均トリップ長

（km/h） （％） （ｋｍ）

※将来交通量推計に基づく集計

・利用交通における発着地間の走行距離
（トリップ長）の平均値。

・平均トリップ長が短い距離であれば沿線地
域に発着する交通の利用が主体、長い距
離であれば、広域交通の利用が主体であ
るといえる。凡 例

：大桑道路

：高規格幹線道路
：一般国道
：主要地方道
：主要渋滞箇所

完成供用 暫定供用

凡 例

：大桑道路

：高規格幹線道路
：一般国道
：主要地方道
：主要渋滞箇所

完成供用 暫定供用

※１ は未供用区間
※２ （ ）内のインターチェンジ・

ジャンクション名は仮称

※１ は未供用区間
※２ （ ）内のインターチェンジ・

ジャンクション名は仮称

大桑道路 L=41.6km（主に沿線地域の交通が利用）

東海環状自動車道
大垣西IC～四日市北JCT（仮） L=41.5km（主に広域交通が利用）－ ８ －



◆大桑道路周辺地域の津波浸水予測

（参考）大桑道路と東海環状自動車道の役割分担について
■大桑道路は、三重県による大規模地震に伴う津波被害想定において桑名市内の２箇所において被災することが想定されています。

■被災時には、中部版くしの歯作戦により、東海環状自動車道等との連携によって道路啓開が展開され、東海環状自動車道等と一体となって、桑名
市内をはじめ被災地域への救助活動・緊急輸送ルートとしての機能を担います。

◆高速道路と連携した道路啓開ステップ

※『平成24年度「中部版 くしの歯作戦」【道路啓開オペレーション計画】』
※平成２５年５月中部地方幹線道路整備局資料を基に作成

（中部版 くしの歯作戦）

国道事務所

高速道路管理事務所

地方公共団体（県本庁舎及び県総合庁舎）

地方公共団体 地方中心都市及び市町本庁舎

警察庁舎

消防本部庁舎

港湾関係 指定特定重要港湾

災害拠点病院 地域災害医療センター

広域防災活動拠点

民間物資拠点 ターミナル

民間物資拠点 倉庫

道の駅

×

Ｙ

＋

×

Step 1

Step 2
Step 3

道路啓開ステップ

（満潮時かつ防潮堤等の施設がない条件下での予測結果）

※三重県防災対策部「平成23年度津波浸水予測図」を基に作成

暫
定
２
車
線
区
間

東 海 環 状
自動車等と
連 携 し た
道 路 啓 開

大桑道路完成
供用区間で被
災が想定され
る区間

凡 例

最大浸水深（m）

～ 0.5
0.5 ～ 1.0
1.0 ～ 2.0
2.0 ～ 3.0
3.0 ～ 4.0
4.0 ～ 8.0
8.0 ～
河川内の津波
遡上想定範囲

Step 1
Step 2
Step 3

道路啓開ステップ

◆沿道の利用状況

至 大垣

至 大垣

※平成25年10月 北勢国道事務所撮影

※平成25年10月 北勢国道事務所撮影

三重県桑名市上深谷部付近

三重県桑名市江場付近

※東海環状自動車道
新名神高速道路は
開通後にStep1で機能
と想定

－ ９ －



■東海環状自動車道の沿線では、東回り全線着工後、工業団地への進出企業数は約１３０企業、これにより約３万人の雇用が創出。

■沿線の製造品出荷額等は、既に開通している東回りが１．４倍に増加、西回りも今後の開通を見据え１．５倍に増加。

■大手工作機械メーカーは、沿線への新工場立地により物流の効率化が可能となる等、更なる生産性向上が期待されます。

（参考）東海環状自動車道のストック効果 ～企業の生産性向上～

■沿線の工業団地と大手工作機械メーカーの物流 ■工業団地と製造品出荷額等の推移

■西回り整備を見据えた企業活動の事例

関広見IC西回り 東回り

新四日市JCT

H30年度

東員ＩＣ

（大安ＩＣ）

H29年度

（養老IC）

養老JCT

大垣西IC

H31年度

（大野・神戸IC）

H28.8開通

凡例 H12年までに完成した工業団地（30箇所）

H13年以降に完成した工業団地（19箇所）

四日市港

名古屋港
豊田東JCT

（高富IC）
H31年度

美濃加茂IC

H24.9開通

H17.3開通
H21.4開通

※平成27年3月末時点（自治体調査結果）

加工部品

加工・組み立て

海外へ輸出

※（）書きのIC名称は仮称

いなべ工場

美濃加茂工場
工

製造品出荷額等

工業団地

西回り沿線

東回り沿線17 19 30
13 14

19

10.5 
13.0 

15.1 

3.9  4.4 
5.7 

‐8

‐4

0

4

8

12

16

0

20

40

60

80

100

120

H12 H17 H26

製
造
品
出
荷
額
等
（兆
円
）

工
業
団
地
（箇
所
）

（年）

出典：【製造品出荷額等】経済産業省「工業統計」、 【工業団地】自治体調査結果

西回り沿線

東回り沿線

東回り全線
工事着工

東回り開通

約1.4倍

約1.5倍

名
古
屋
港

いなべ工場
（H28.2決定）

海外

美
濃
加
茂
工
場

国道４１号整備前

整備後 東海環状 東海環状

大型機械

大型機械加工部品

西回りの開通により、美濃加茂工場からの輸送、往来が便利になる
いなべ市に進出することに決めました

【大手工作機械メーカーの期待の声】

港の近くで大型機械の組立てが可能となる等、企業の生産性が向上

主要渋滞箇所
が集積

主要渋滞箇所

－ １０ －
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■大桑道路は、海津市から沿線都市間への交通の約７割で利用されている地域に密着した主要幹線道路です。

■海津市民は、約８割が大桑道路沿線市で買回品を購買しており、更に沿線市への通勤者は約２．４倍に増加する等、大桑道路の整備により更なる地
域生活の支援が期待されます。

3,522 3,595

■大桑道路の利用状況 ■大桑道路沿線で買回品を購買する海津市民

■大桑道路沿線地域への海津市民通勤者数

出典：各年国勢調査大桑道路沿線地域･･･大垣市、桑名市、養老町

：商業施設
（大桑道路沿線）

海津市

大垣・養老方面へ

桑名方面へ

N

桑名市

養老町

大垣市

※出典：ETC2.0走行履歴データ（H27.10）

※海津市から国道２５８号沿線市町間の移動

0% 20% 40% 60% 80% 100%

購買先

出典：平成２５年度買物動向調査報告書（海津市）

大垣市
38％

桑名市
14％

海津市
19％

その他
21％

大桑道路沿線が約８割

大桑道路
72%

その他
28%

約７割が
大桑道路を利用

※国道258号沿線市町･･･大垣市、桑名市、養老町

通
勤
者
数
（
人
）

1,520

H28.7.11撮影

N

至 桑名市

至 大垣市

・大垣市街に向かって伸びる国道２５８号

かいまわりひん

※買回品：購入にあたり複数店舗を回り、品質や価格を比較検討して
慎重に購入する商品

（紳士服、婦人服、婦人靴、スポーツ・レジャー用品、電気製品など）

かいまわりひん

（参考）大桑道路のストック効果 ～地域生活の支援～

－ １１ －


